
自擦に夢をかけて載った著者たち
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最後の早慶戦

ち
の
応
援
歌
」
は
東
京
ロ
チ
ャ
ン
ネ
ル

年
を
記
念
し
て
製
作
す
る
映
画
で
あ
る
。

和
同
年
目
月
日
目
、
戸
塚
球
場
で
汐

最
後
の
早

慶
戦
4
が
行
わ
れ
た
。

野
球
に
か
け
た
夢
と
情
熱
を

胸
に
た
た
き
こ
み
、
白
球
に
思
い
を
残
し
な
が
ら
、

出
陣
学
徒
と
し
て
南
海
に
は
か
な
く
散
華
し
て
い
っ

た
若
者
た
ち
。

い
ま
、
神
宮
球
場
の
は
な
や
か
な
六
大
学
野
球
に

注
が
れ
る
熱
い
視
線
は
、
初
年
前
の
〈
最
後
の早
慶

戦
〉
の
幻
を
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

早
慶
両
校
の
野
球
選
手
を
中
心
に
、
自
分
の
寿
命

を

二
十
三
歳
ま
で
と
考
え
て
い
た
若
者
た
ち
が
、
神

風
特
攻
隊
の
飛
行
将
校
と
し
て
何
を
思
い
敵
艦
に
体

当
り
を
し
て
い
っ
た
か
。

神
山
圭
介
氏
の
同
名
の
小
説
を
映
画
化
す
る
こ
の

作
品
は
、
彼
ら
へ
の
鎮
魂
歌
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

い
つ
の
時
代
に
も
変
わ
ら
ぬ
〈
青
春
〉
を
描
く
映
画

で
も
あ
る
。

若
者
た
ち
に
は
、
い
ま
話
題
の
若
手
人
気
俳
優
、

永
島
敏
行
、
勝
野
洋
、
本
田
博
太
郎
、
中
村
秀
和
、

山
田
隆
夫
な
ど
が
扮
し
、
竹
下
景
子
、
大
谷
直
子

、

八
千
草
薫
ら
が
花
を
添
え
る
。

脚
本
は
山
田
信
夫
、
岡
本
喜
八

、

八
が
あ
た
る
。

監
督
は
岡
本
喜

-
も
の
が
た
り

昭
和
四
年
春
、
文
部
省
は
六
大
学
野
球
連
盟
の
解

散
を
厳
命
し
た
。

こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
選
手
た
ち

の
思
い
は
「
最
後
に
も
う一
度
早
慶
戦
を
や
り
た
い
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た

。
早
稲
田
実
業
か
ら
バ
ッ
テ
リ

ー
を
組
ん
で
き
た
三
上
哲
男
と
秋
山
信
吾
も
そ
う
だ

つ
た
。

法
文
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
徹
廃
さ
れ
た
9

月
幻

目
、
慶
応
が
早
稲
田
に
早
慶
戦
を
申
し
入
れ
た
。
早

大
当
局
の
反
対
は
あ
っ
た
が
、
飛
田
穂
州
顧
問
ら
の

努
力
で
、
早
慶
戦
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

叩
月
日
日
1

時
プ
レ
イ
ボ
l

ル
。
午
後
3

時
叩
対

早
大
が
勝
ち
試
合
は
終
っ
た
。
両
校
校
歌
が
斉

唱
さ
れ
、
感
動
に
う
わ
ず
っ
た
戸
が
、
こ
ん
だ
あ
戦

場
で
会
お
う
な
あ
、
と
叫
ん
だ

。

ど
こ
か
ら
と
も
な

く
「
海
ゆ
か
ば
」
の
歌
声
が
起
り
、
や
が
て
球
場
い

っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い

っ
た
。

こ

の
最
後
の
早
慶
戦
の
記
事
を
、
第日
期
海
兵
予

備
学
生
を
志
願
し
入
隊
し
た
秋
山
は
、
土
浦
海
軍
航

空
隊
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
読
ん
だ。

三
上
も
、
本
田
耕

一
も
相
田
暢

一
も
、
ロ
月
9

日
、

横
須
賀
第
二
海
兵
団
二
等
水
兵
と
し
て
入
団
し
た

。

明
大
落
研
の
正
木
藩
も
い
た。

第
日
期
に
志
願
し
た

秋
山
と
た
っ
た
三
ヵ
月
の
違
い
で
、
三
上
た
ち
は
海

兵
団
の
シ
ゴ
キ
の
数
々
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

米
軍
が
マ
ー
シ
ャ
ル
群
烏
に
上
陸
し
た
昭
和
四
年

2

月
1

日
、

三
上
た
ち
は
そ
ろ
っ
て
、
第

U
期
海
軍

飛
行
予
備
学
生
に
合
格
、
5

月
末
、
土
浦
か
ら
鹿
児

島
出
水
海
軍
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

9

月
、
猛
爆
下
の
マ
ニ
ラ
に
秋
山
中
尉
ら
日
期
生

は
い
た
。

叩
月
幻
目
、
神
風
特
攻
隊
第

一
回
出
撃
。

秋
山
は
直
前
に
特
攻
隊
任
務
を
解
か
れ
、
上

空
直
掩

隊
配
属
を
命
じ
ら
れ
た
。

秋
山
の
見
守
る
中
で
、
法

政
柔
道
部
藤
野
、
立
教
レ
ス
リ
ン
グ
部
河
田
、
専
修

ラ
グ
ビ
ー
部
石
塚
、
中
央
相
撲
部
田
川
た
ち
が
、
次

々
に
敵
艦
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。

三
上
た
ち
H
期
生
が
い
る
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
秋

山
が
教
官
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。

米
軍
が
沖
縄
に
上

陸
開
始
、
海
軍
航
空
隊
は
全
兵
力
を
九
州
に
結
集
、

最
後
の
特
攻
基
地
と
し
た
。
秋
山
も
M
期
の
三
上
ら

も
九
州
国
分
基
地
に
向
っ
た
。

宿
舎
の
黒
板
に
特
攻

隊
と
し
て
死
ん
で
い
っ
た
日
期
生
の
書
い
た
銀
座
の

地
図
が
あ
っ
た
。
一
軒
ず
つ
店
の
名
前
が
書
き
込
ま

れ
て
い
た
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
空
白
が
あ
っ
た

。

さ

っ

そ
く
銀
座
に
強
い
慶
応
勢
が
黒
板
の
前
に
集
ま
っ
た
。

家
族
を
空
襲
で
失
い
、
直
掩
隊
と
し
て
何
人
も
の

仲
間
の
死
を
見
送
っ
て
来
た
秋
山
は

、

自
ら
を
棺
桶

屋
と
か
葬
儀
屋
と
か
呼
び
、
死
に
急
い
で
い
た
。

奄
美
大
島
上
空
、
秋
山
中
尉
以
下
日
名
の
神
風
特

攻
隊
は
、
敵
機
動
部
隊
を
発
見

。

グ
ラ
マ
ン
と
の
激

烈
な
空
中
戦
で
三
上
は
両
眼
を
や
ら
れ
て
い
た

。

「
秋
山
、
見
え
な
い
:
:
:
突っこ
む
ま
で
誘
導
し

て
く
れ
」

「
了
解。

サ
イ
ン
を
出
す
ぞ
。

三
上
、
外
角
低
め
、

も
っ
と
低
め
、
そ
こ
で
シ
ュ
l

ト
だ
。

シ
ュ
l

ト
を

か
け
ろ
y

」

炎
に
包
ま
れ
な
が
ら
三
上
機
は
突
っ

こ
み
、
敵
空

母
は
爆
発
、
炎
上
し
た
。

「
ナ
イ
ス
ボl
ル
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト

だ
」
叫

ん
だ
秋
山
機
も
黒
煙
と
真
っ
赤
な
炎
の
中
に
消
え
て

い
っ
た
。
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